
1 
 

令和元年度東京医療保健大学動物実験に関する自己点検・評価報告書 

 

東京医療保健大学動物実験委員会 

 

東京医療保健大学においては、動物実験に当たっては「動物の愛護及び管理に

関する法律(昭和 48 年法律第 105 号、以下「動物愛護法」という。)」、「実験   

動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準(平成 18年 4月 28日環境省

告示第 88 号、以下「飼養保管基準」という。)」及び文部科学省が策定した    

各研究機関における適正な動物実験等のあり方についての基本的考え方である

「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針(平成 18 年 6 月 1 日

文部科学省告示第 71 号、以下「基本指針」という。)」を踏まえ、日本学術    

会議が作成した「動物実験の適正な実施に向けたガイドライン(平成 18 年 6 月 

1 日日本学術会議、以下「ガイドライン」という。)」を参考に、より具体的な

実施方法を定めた「東京医療保健大学動物実験委員会規程」(25.12.4 制定・  

施行)に基づき、令和元年度に実施した動物実験に関して次のとおり点検・  

評価を行いました。 

本学においては、今後も動物実験に当たっては関係法令等に基づき適正に実施

することとし、動物実験実施体制の万全を期してまいります。 

 

１．令和元年度においては、次の 4件の動物実験が行われました。 

（1）医療保健学部医療栄養学科 2 年前期必修科目「解剖生理学実習」におい

て、同学科加藤隆幸教授によるラットを使用した動物実験（令和 1.5.13～

令和 1.7.31）。 

（2）東が丘看護学部看護学科小宇田智子准教授によるマウスを使用した動物

実験（令和 1.5.1～2.3.31）。 

（3）東が丘看護学部看護学科小宇田智子准教授によるマウスを使用した動物

実験（令和 1.6.24～2.3.31）。 

（4）医療保健学部医療栄養学科 3 年後期必修科目「栄養生理学実験」におい

て、同学科加藤隆幸教授によるラットを使用した動物実験（令和 1.11.11～

2.1.30）。 

 

2.前項の各動物実験の開始にあたっては、動物実験委員会においては、いずれ

も「動物実験計画承認申請書」に基づき審査を行い審議の結果、適合と判断

しました。動物実験実施後は、「動物実験に関する自己点検表」「動物実験飼

養管理報告書」及び「動物実験実施状況報告書」により検証を行った結果  

いずれも「基本指針」及び「東京医療保健大学動物実験委員会規程」に基づ
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き適切に行われたと評価いたしました。 

なお、「東京医療保健大学動物実験委員会規程」第 32条においては「動物実

験等に関する規程、実験動物の飼養保管の状況、自己点検・評価、検証の結

果、実験動物の飼養及び保管状況等の公開を年に 1 回行う。」を定めている

ことから、社会への説明責任を果たすため「東京医療保健大学動物実験に関

する自己点検・評価報告書」、動物実験責任者及び管理者から提出された「動

物実験に関する自己点検表」「実験動物飼養管理報告書」及び「動物実験実

施状況報告書」を本学ホームページに公開しております。 

 

3.動物実験講習会の実施について。 

 令和元年度においては、基本指針第 6条第 1項及び本学動物実験委員会規程

第 30 条に基づき、動物実験等の実施並びに実験動物の飼養及び保管を適切

に実施するために必要な基礎知識の修得等を目的とした「動物実験講習会」

を次のとおり実施いたしました。 

 本学では今後も毎年度講習会を実施いたします。 

 ・日 時 令和元年 10月 30日（水）16：00～17：00 

 ・場 所 世田谷キャンパス 世田谷ｷｬﾝﾊﾟｽ別館 2階 A202教室 

 ・講 師 東京大学本部 ライフサイエンス研究倫理支援室 教授 

       三浦竜一先生 

 ・受講者 令和元年度東京医療保健大学で動物実験を行う実験責任者、 

      実験動物飼育者及び教職員、院生 計 16名 


